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事業名 事業 事業かみごうどうろ

一般国道２８３号 上郷道路 区分 一般国道 主体 岩手県
起終点 自 延長岩手県遠野市上 郷 町平 倉

とおの かみごうちょうひらくら

至 ６．７km岩手県遠野市青 笹 町青 笹
とおの あおざさちょうあおざさ

事業概要
一般国道283号は、岩手県釜石市を起点とし、遠野市を経由し、花巻市に至る総延長88.5km路線である。
上郷道路は幅員狭小・線形不良の隘路を解消し、踏切を回避することを目的とした延長6.7kmの2車線道
路である。なお、H18年度に供用を予定する仙人峠道路の接続道路としても整備を進めている。
Ｈ８ 年度事業化 都市計画決定なし Ｈ９ 年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

全体事業費 約４９億円 事業進捗率 ７５％ 供用済延長 ０．４km
計画交通量 5,100～10,300 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 32/69億円 120/120億円 平成17年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：113/113億円１．９ 事 業 費：12/49
億円 走行費用減少便益：7/7億円(残事業) 維持管理費：20/20

交通事故減少便益：0/0億円６．３
感度分析の結果 交通量変動 B/C=2.1（交通量+10%） B/C=1.8（交通量-10%）

事業量変動 B/C=2.0（事業費-10%） B/C=1.8（事業費+10%）
事業の効果等
・物流効率化の支援（釜石港へのアクセス向上）
・他のプロジェクトとの関係（仙人峠道路と連絡） 他１４項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
隣接する仙人峠道路の整備と併せて、岩手県市議会議長会より国道283号の整備促進が釜石市の提出によ
り要望されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
特になし
事業の進捗状況、残事業の内容等
老朽橋であった赤川橋の架け替えを行い、その前後区間を含め0.4kmを供用している。残る区間につい
ては仙人道路のアクセスとなるバイパス部のH18年度部分供用を予定している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
バイパス部は仙人道路供用に合わせH18部分供用を行い、今後も事業費の集中的な投資を図り、現道拡
幅区間の整備を進めていく。
施設の構造や工法の変更等
函渠工では他事業の仮設工で使用したボックスカルバートを転用し、コスト縮減及び建設廃棄物の発生
抑制に努めている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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